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図面基本操作 (1)6.2

【ベースビュー】

図面を作成する際、はじめにベースビュー

を作成します。図面の基準となるものですの

で、JIS図面で言う正面図を意識し配置する

とよいと思います。

ベースビュー

[操作方法]

1. “ビューを配置”タブから「ベース」をクリックします。

2. 既存のファイルを開く（右図参照）をクリックし、

第6章_図面作成 → Block.iptをＷクリックします。

3. View cubeの「△」ボタンをクリックします。

4. 「ＯＫ」をクリックします。

5.  Block.idwとして保存します。
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図面ビューの編集

【ベースビューの尺度、スタイルの編集】

ビューを作成後に隠線を表示・非表示したり、尺度を変更したい場合

の編集方法です。

[操作方法]

1. 第6章_図面作成→Block_ビュー編集.idwを開きます。

2. ベースビューの上で「Ｗクリック」又は、右クリックして「ビューを編
集」を選択します。

3.  尺度を変更する場合は尺度リストを展開し尺度を選択します。

リストにない場合（1:3など）は手入力します。

4. 隠線表示・非表示の切替はスタイル編集で行います。

6.3

表示切替ボタン

尺度変更

ラベル編集

スタイル変更
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演習_ビュー作成(1)_手順①

１．Standard.idwを立ち上げます。
「ベース」をクリックし、「既存のファイ
ルを開く」ボタンをクリックします。

２．「第6章_図面作成」→「軸_ビュー作
成.ipt」をＷクリックします。

３．続けて左図のように投影ビューを作
成しＯＫします。

※既定のファイル名で保存してください。

４．投影ビューの不要なジオメトリを窓選
択や交差選択を使って非表示にしま
す。

※P.22～23参照

５．左図のようにします。

※上書き保存します。

6.4

ベースビュー

（上）投影ビュー
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演習_ビュー作成(2)_手順①

１．Standard.idwを立ち上げます。

２．ブラウザのシート：１の上で右クリック
し、「シートを編集」を選択します。

３．“サイズ”から「A2」を選択してＯＫし
ます。

※現在は既定でA2になっています。

４．“作成”パネルの「ベース」をクリック
し、「第6章_図面作成」→「水冷パイ
プ_ビュー作成.ipt」のベースビューを
作成します。

５．「投影」をクリックして左図のように投
影ビューを作成します。

※既定では続けて作成できます。

※既定のファイル名のまま保存して
ください。

6.6

尺度1：2

ベース
ビュー

（右）投影
ビュー

（左）投影
ビュー

※Step1 参照図面集をご用意ください。
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部品図(1)_作成手順①

１．「第6章_図面作成」→「軸_部品図
_1.idw」を開きます。

２．「注釈」タブに 切り替えます。

３．「中心マーク」をクリックします。

４．断面のエッジをクリックします。

５．右クリックしてＯＫします。

6.7
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部品図(2)_作成手順①

１．「第6章_図面作成」→「水冷パイプ_部
品図_2.idw」を開きます。

２．「注釈」タブに切り替えます。

３．「中央揃えパターン」をクリックします。

４．左側面図のフランジのエッジをクリッ
クします。

５．①②の順に穴をクリックします。
1

2

6.8
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組立図(1)_作成手順①

１．新規→Standard.idwを立上げます。

２．「ベース」をクリックします。

３．「第6章_図面作成」→
「TYOUBAN.iam」をＷクリックします。

４．ビューを左図のように配置します。

※用紙サイズはA3にしてください。P.35手
順2.～3.参照

５．「注釈」タブに切り替えます。

6.9
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組立図(2)_作成手順①

１．「第6章_図面作成」
→「clamp assy.idw」を開きます。

２．「オーバーレイ」をクリックします。

３．「ベースビュー」をクリックします。

４．“ポジションリプレゼンテーション”か
ら「位置1」を選択しＯＫします。

５．左図のように動作した状態が表示さ
れました。

6.10
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総合演習7.1

【演習について】

回転ローラー軸受けを題材に、パーツモデリング～アセンブリ～図面
作成まで通して演習を行います。パーツ3点は手順を確認しながら、ご
自身で作成してください。その他アセンブリに必要なデータはあらかじめ
Sample Data Step1 2019 内の第7章に用意してあります。演習ではこれ
までに学習していない内容が含まれている場合があります。また、図面
においてはInventorの初期設定での作成になります。一部JIS表現とは
異なる場合がありますのであらかじめご了承ください。

[パーツモデリング]                                                                              

BASE                          SHAFT HOLDER

[アセンブリ]

回転ローラー軸受け

[部品図面]

BASE SHAFT HOLDER

[組立図面]

回転ローラー軸受け組立図

※Step1 参照図面集をご用意ください。
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BASE_作成手順①

１．「新規」→「Standard.ipt」をＷクリック
します。“XY Plane”を選択し、「ス
ケッチを作成」をクリックします。

２．原点を中心に、左図のように長方形
を描きます。

３．縦、横長さ寸法「100」を追加します。

４．スケッチを終了し、「押し出し」をク
リックします。設定は以下の通りです。

範囲：距離

値：8

５．第7章_演習 フォルダに「BASE」とし
て保存します。

7.2
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SHAFT_作成手順①

１．「新規」→「Standard.ipt」をＷクリック
します。“XY Plane”を選択し、「ス
ケッチを作成」をクリックします。

２．「線分」コマンドで、左図のように
SHAFT外形を描きます。

３．①②、③④の順に「同一直線上」を
付加します。

４．さらに①②、③④の順に「同じ値」を
付加します。

５．原点と中点に「一致」を付加します。

1 2

43

1 2

43

7.3
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HOLDER_作成手順①

１．「新規」→「Standard.ipt」をＷクリック
します。“XZ Plane”を選択し、「ス
ケッチを作成」をクリックします。

２．左図のようにHOLDERの外形を描き
ます。

３．寸法を追加し、スケッチを終了します。

※完全拘束を確認してください。

４．「押し出し」をクリックし、以下のよう
に設定してＯＫします。
範囲：距離
値：30
方向：対称

５．ファイル名を「HOLDER」として保存し
ます。

原点

7.4
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回転ローラー軸受け_組立手順①

１．「新規」→「Standard.iam」をＷクリック
します。

２．「配置」をクリックします。

３．第7章_演習フォルダから「BASE」を
Ｗクリックします。

４．右クリックして「原点に固定して配置」
を選択し、「Esc」を押します。

５．「ファイル」→「保存」を選択し、「回転
ローラー軸受け」として保存します。

7.5
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BASE図面_作成手順①

１．「新規」→「Standard.idw」をＷクリック
します。

２．「ベース」をクリックします。

３．第7章_演習フォルダから「BASE.ipt」
をＷクリックします。

４．ビューを左図のように配置します。

５．シート:1で右クリックし、「シートを編
集」を選択します。

7.6
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SHAFT図面_作成手順①

１．「新規」→「Standard.idw」をＷクリック
します。

２．「ベース」をクリックします。

３．第7章_演習フォルダから
「SHAFT.ipt」をＷクリックします。

４．ビューを左図のように配置します。

５．シート:1で右クリックし、「シートを編
集」を選択します。

7.7
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HOLDER図面_作成手順①

１．「新規」→「Standard.idw」をＷクリック
します。

２．「ベース」をクリックします。

３．第7章_演習フォルダから
「HOLDER.ipt」をＷクリックします。

４．ビューを左図のように配置します。

※尺度は1:1にしてください。

５．シート:1で右クリックし、「シートを編
集」を選択します。

7.8

ビュー:1 ビュー:2

ビュー:3
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回転ローラー軸受け組立図_作成手順①

１．「新規」→「Standard.idw」をＷクリック
します。

２．「ベース」をクリックします。

３．第7章_演習フォルダから「回転ロー
ラー軸受け.iam」をＷクリックします。

４．ビューを左図のように配置します。

※用紙サイズはA3にしてください。
※以降ビューは左図の番号で呼びます。

５．「ビュー：1」は隠線を表示にし、
「ビュー：2」と「ビュー：3」は非表示に
します。
※回転ローラー軸受け.idwで保存します。

7.9

ビュー:1

ビュー:2

ビュー:3
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